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2号廃棄物埋設地

2014年11月現在

1号廃棄物埋設地













　廃棄物埋設を始めるときは、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」に基づく、事業許可申請書を
国に提出します。国は、当事業の安全性について安全審査を行います。このような手続きを経て、国が十分安全であること
を確認し、事業を許可します。
　事業許可を受けたのち、廃棄物埋設施設および埋設する廃棄体の確認、保安規定の認可などを国に申請し、その認可
等を得て事業を開始します。
　日常的な保安措置の活動状況については、常駐する保安検査官による確認および定期的に実施される保安検査を受けま
す。また、廃棄物埋設地の保全について、定期的な評価および管理を終了する段階における評価を行い、国はその評価結
果および評価結果を踏まえた必要な措置内容を確認します。
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再処理工場の
安全性向上に向けた
取組みについて

2021.01
青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字沖付４番地１０８

ＴＥＬ ０１７５－７１－２００２

詳しくは当社ホームページからご覧いただけます。

※この冊子では、ユニバーサルデザイン(UD)の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう
　配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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冷却塔
（防護ネットの設置）

海上音波探査・ボーリング調査

電源車

ホイールローダー
(がれき撤去用)

可搬型
ポンプ

アクセス
ルート

移送ポンプ車

消防車

放水砲

送電線
2ルート
3回線（ （

津波の影響評価

地震の影響評価

防
火
帯

竜巻対策
火山の影響評価

航空機落下の
確率評価

冷却機能の確保
当社は、福島第一原子力発電所の事故を教訓に、「こうした事故を二度と起こし
てはならない」という強い決意のもと、更なる安全性向上に取り組んでいます。

このパンフレットでは、再処理工場における安全確保の基本的な考え方と、新規
制基準※に基づき実施している対策や取組みなどを紹介します。

安全性向上に向けた取組みの
全体イメージ　安全性向上に

全力を尽くしています

さまざまな事象を
想定した訓練

ディーゼル発電機

貯水槽・保管庫

電源の確保

安全性向上に向けた取組みの全体イメージ

安全確保の基本的な考え方

再処理工場における新規制基準の全体像

従来から考慮している対策

強化した対策

新たに追加した対策

重大事故対策

万一に備えた対応力と技術力の向上

想定されるトラブルとその対応をとりまとめた
「トラブル対応事例集」

p.  2

p.  3

p.  4

p.  5

p.  6

p.  7

p.  8

p.  9

p.10

目次

緊急時対策所 再処理工場

使用済燃料
受入れ・貯蔵施設

※新規制基準：福島第一原子力発電所事故の教訓および海外の知見などを反映して定められた基準。
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臨界対策
漏えい対策
その他の対策 ・落下防止　・崩壊熱除去

・放射線遮へい　　等

地震・津波対策

火災・爆発の対策

落雷対策
航空機落下対策
外部火災対策
電源喪失対策

臨界対策
漏えい対策
その他の対策 ・落下防止　・崩壊熱除去

・放射線遮へい　　等

・臨界事故
・冷却機能喪失による蒸発乾固
・放射線分解により発生する水素爆発
・有機溶媒等による火災又は爆発
・使用済燃料の著しい損傷　　等

火災・爆発の対策

地震・津波対策
落雷対策
航空機落下対策
外部火災対策
電源喪失対策

⇒火災感知器の多様化
⇒固定式消火設備の追加
⇒影響軽減対策

⇒基準地震動の引き上げ

⇒保安器の追加

⇒落下確率の評価

⇒防火帯の追加

⇒送電系統の追加

竜巻対策
火山対策
不法侵入対策
溢水対策
化学薬品漏えい対策

再処理工場では、何重もの安全対策を講じる「深層防護」の考え方で
設備を設計しています。また、巡視点検や検査・補修により設備の性
能を維持・管理することはもとより、運転員の資質向上などを通じ、
ハード・ソフトの両面から安全確保に努めています。

安全確保の基本的な考え方

再処理工場の安全対策は、「従来から考慮している対策」、“新規制
基準”に基づいて「強化した対策」・「新たに追加した対策」・「重大
事故対策」に整理されており、安全性を向上させています。

再処理工場における
新規制基準の全体像

新規制基準従来の規制基準

巡視点検
検査・補修

教育訓練による
運転員の資質向上

安全設計
深層防護に基づく安全設計

万一、安全設計の想定を超えて安全機能が喪失した場合

従来から考慮している対策

強化した対策

新たに追加した対策

重大事故対策

強
化

追
加

重大事故対策
重大事故の影響緩和3重大事故の拡大防止2

事故の進展・拡大を防止 施設内への
閉じ込めの維持

重大事故の発生防止1

喪失した
安全機能の回復

可搬型移送ポンプで貯槽へ注水 貯留槽での滞留

放射性物質の補集・除去

・凝縮による除去（凝縮器、セル）
・フィルタによる捕集発生を検知し自動で薬剤を供給

冷却機能を喪失した場合…

可搬型移送ポンプで回復

も
し
重
大
事
故
が
発
生
し
て
も …

高レベル放射性廃液等が
沸騰した場合…

臨界が発生した場合…
事故の収束

漏えい防止
・貯槽 ・セル ・建屋

放射性物質の除去
・換気系（フィルタなど）

放射性物質の
環境への放出抑制

3異常の拡大防止2

拡大防止構造

異常を早期に検知

プロセスを安定・安全状態に
自動停止・自動切替え等の
インターロック

異常の発生防止1

余裕のある設備設計

フェイルセーフ
安全側に作動

閉じ込めの維持
（平常時も機能）
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給気 排気

排気

主排気筒

小部屋（セル）

給気系

建屋排気系
フィルタ

セル排気系
フィルタ

塔槽類廃ガス
処理系フィルタ

他のタンクへ
回収

建物（鉄筋コンクリート）

壁の厚さ
1メートル前後

漏えい液受け皿
（ステンレス鋼内張り）

貯槽

スチーム
ジェットポンプ
スチーム
ジェットポンプ

漏えい
検知装置
漏えい
検知装置

外
気

従来の設計基準に基づいて取り組んできた安全対策です。

従来から考慮している対策
これまでの安全設計に加え、新規制基準を踏まえて安全設計を強化した対策を講じ
ています。

強化した対策

発生防止 拡大防止 影響緩和
重大事故の発生を防ぐ 発生した事故の拡大を防ぐ 周囲への影響を極力小さくする

1 2 3

火災の早期発見

火災の拡大防止・
影響軽減

【対策の例】 工場内の配管への耐震補強工事

津波の影響は？

耐震補強

放射性物質の漏えい対策 火災・爆発の対策

従
来
か
ら
考
慮

し
て
い
る
対
策

強
化
し
た
対
策異なる種類の火災感知器を設置することにより火災を早期に感知し、固定式消火設備によって消火

します。また、火災が発生した場合に備えて耐火壁等の影響軽減対策を講じています。

地震の対策
敷地周辺で発生する可能性のある最大の地震の揺れを想定し、基準地震動を450ガルから
700ガルに引き上げ、強い揺れに耐えられるよう、耐震の強化対策を講じています。

建物内部の気圧を、「建物」→「小部屋(セル)」→「機器(貯槽、配管等)」の順に低くし、気体状の
放射性物質を建物の内側に閉じ込めます。
建物内にある空気は、フィルタにより放射性物質を除去した後、主排気筒から放出します。

コラム

2011年東北地方太平洋沖地
震に起因する津波や最新の知
見を踏まえて評価した結果、再
処理工場は想定される津波の
高さに対して十分高く立地し
ていることを確認しました。

●放射性物質を取り扱う
機器は、腐食しにくい材
料を使用。
●配管は、漏えいしにくい
設計。

●漏えい液を確実に施設内
に閉じ込められる設計。
➡漏えい液受け皿の設置 ➡フィルタの設置

●放射性物質が施設外に放
出しない設計。

他にも様々な対策を講じています。

気圧
高

（大気圧）

低
（負圧）

5 6

対策前 対策後

煙感知器

熱感知器

サポートの
追加

耐火壁

防火扉

種類の異なる
感知器を

組み合わせて設置

煙感知器 熱感知器

標高
約55m

海岸からの距離：約5km

●内閣府が想定した六ヶ所村沿岸の津波高 10.7m（2020年）

●青森県が想定した六ヶ所村海岸線上の津波高 6～12m

●2011年東北地方太平洋沖地震に
　起因する津波高 3.5m（六ヶ所村尾駮）

再処理工場

固定式
消火設備
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▲八甲田

当社施設

N

貯水槽へ
移送

建屋壁外気
建屋外

建屋内

溶　液

中型移送ポンプ

何らかの
原因で冷却不能

第1非常用
ディーゼル発電機

防雪フード

溶　液

冷却塔（空冷）

高レベル廃液貯槽

中型移送ポンプ 中型移送ポンプ

何らかの原因で冷却不能

セル

換気系統の
自動切替

薬剤（中性子吸収材）
の供給

臨界事故の発生を
検知して自動で弁を開く

気体の流路を
自動で遮断

水素掃気用
空気の供給

放射性
物質

放射性物質を貯留する

臨界発生を
検知

高性能粒子
フィルタ

圧縮空気
供給設備

空気圧縮機
（起動）

供給弁
（開）

供給弁
（開）

隔離弁
（開）

排風機（停止）

逆止弁

防護板の設置
屋外ダクト、屋外配管、
排気モニタ（ ）

防護板

外気取入口への除灰用ろ布の取り付けによって、フィルタが目詰まりしないようにします。
また、フィルタの追加設置等により、目詰まりした場合でもフィルタの清掃や交換を行えるようにします。

冷却塔や主排気筒の屋外ダクト等に、鋼鉄製の防護ネットや防護板を設置することで、
竜巻による飛来物から守ります。

これまでの安全設計に加え、新規制基準を踏まえた安全設計の強化として新たな対策
を追加しています。

新たに追加した対策
安全設計において安全機能が喪失しないような対策を講じており、重大事故に至る可能性
は極めて小さくなると考えていますが、放射性物質の放出に至る事故を網羅的に抽出し、そ
れぞれの事故の特徴を踏まえた対策を準備しています。

重大事故対策

【冷却塔の対策】
【主排気筒の対策】新

た
に

追
加
し
た
対
策

重
大
事
故
対
策

臨界事故への対策竜巻対策 竜巻による風圧や飛来物等によって、
安全上重要な施設の機能が損なわれないようにします。

火山の影響は？コラム

約20万年前の八甲田火山の噴火を参考に、最大55㎝の
火山灰が降ることを想定し対策しています。

竜巻の最大風速を毎秒100ｍと設定し、それに耐えられる対策を行います。

火山対策 火山の噴火により、安全上重要な施設の機能が損なわれないようにします。

火山の噴火に伴う降灰による設備の故障を防ぎます。

●臨界事故の発生を検知して、臨界を止めるための薬剤を自動で供給します。
●機器内の水素濃度を低下させるため、空気を手動で供給します。
●換気系統を自動で切り替えることで、発生した放射性物質を貯留します。飛来物

防護ネットの
設置

【対策の例】

フィルタ交換のイメージ第1非常用ディーゼル発電機 外気取入対策

冷却機能喪失による蒸発乾固への対策

中型移送ポンプを使って、貯槽に
直接注水し、蒸発乾固が進行する
ことを防止します。

●可搬型のポンプを使って冷却します。

冷却設備に中型移送ポンプを接続し冷却水を送ります。

臨
界
発
生

（CGイメージ）

貯水槽

貯水槽

中性能フィルタ
降下火砕物用フィルタ
（追加設置）

除灰用ろ布
（追加設置）

主排気筒

●冷却できなくても、フィルタを通すことにより、外部への放射性物質の放出量を低減します。

7 8

M
00

C
00

K
00

Y
00

M
50%

C
50%

K
50%

Y
50% 伝票番号：210309-017/クライアント名：株式会社東北博報堂様

品名：パンフレット（日本原燃様）/サイズ：展開B4（257×364）仕上B5（257×182）
作業日：0323/作業者：若井/ファイル名：博報堂2103原燃パンフP7P8_3校



電源喪失時を想定し電源ケーブルを敷設する訓練 電源喪失時を想定し電源ケーブルを接続する訓練

厳冬期における沼からの取水訓練 運搬道(アクセスルート)を確保するためのがれき撤去訓練

対策本部 冷却水を移送するためのホース展張訓練

想定されるトラブルと
その対応をとりまとめた
「トラブル対応事例集」大きな地震が発生し、外部電源が喪失するとともに、各施設でさまざまな事象が同

時発生した場合などの過酷な場面を想定しながら、収束に向けて迅速かつ的確な対
応ができるよう訓練を実施しています。
このような訓練を繰り返し行い、対応力や技術力の向上に努めてまいります。

万一に備えた
対応力と技術力の向上

再処理工場は数多くの機器や設備から構成されているため、トラブルは発生しうるものと
考えています。「トラブル対応事例集」では、これらのトラブル事例やその対応について詳
しく紹介しています。
当社では、地域の皆さまにご理解を深めていただけるよう、各種説明会や訪問活動などの
機会にコミュニケーションのツールとして、このトラブル対応事例集を活用していきます。

トラブル対応事例集の電子ブックは、当社ホーム
ページ上で公開しています。
（パソコン・スマートフォン等で閲覧可能）

発生が想定される軽微な機器故障などへの対応事
例や、過去に発生した工場の運営に影響を与えたト
ラブルの再発防止対策など、事象分類別に代表的
な事例を記載しています。

トラブル対応事例集にはどんなことが記載してあるの？

「トラブル対応事例集」はこちら

トラブル対応事例集はどこで読むことができるの？
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再処理工場の
安全性向上に向けた
取組みについて
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ＭＭＯＯＸＸ
モックス

燃燃料料工工場場  

 

 

 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料にに使使ううププルルトトニニウウムムはは、、原原子子炉炉のの

中中でで生生ままれれ、、再再処処理理にによよりり取取りり出出ししまますす。。  
  

原子力発電所では、ウランの核分裂だけではな

く、発電中にウラン燃料からプルトニウムが生

まれ、さらにその一部が核分裂して発電に利用

されています。 

原子力発電所で使い終えた燃料（“使用済燃料”

といいます。）中には、まだ燃料として再利用

できるウランやプルトニウムが残っています。

このウランとプルトニウムは、使用済燃料を化

学的に処理することにより、取り出すことがで

きます。（“再処理”といいます。） 

この取り出したウランとプルトニウムは、同量

ずつ混合して酸化物（“ウラン・プルトニウム

混合酸化物”粉末）の形態で再処理工場からＭ

ＯＸ燃料工場へ送り出します。 
 

  わわがが国国でではは、、核核拡拡散散防防止止のの観観点点かかららププルルトトニニ

ウウムムはは単単独独でで取取りり出出ささなないいここととととししてていいまま

すす。。  

  使使用用済済燃燃料料をを再再処処理理ししてて得得らられれるる““ウウラランン・・

ププルルトトニニウウムム混混合合酸酸化化物物（（ＭＭＯＯＸＸ））粉粉末末””はは、、

ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料工工場場でで加加工工さされれ、、ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料にに生生

ままれれ変変わわりりまますす。。  
  

このＭＯＸ燃料を現在運転中の原子力発電所

（軽水炉）で使用すること（“プルサーマル”

といいます。）によって、資源の有効利用を図

ることができます。 

ＭＯＸ燃料は、資源の乏しいわが国にとって、

技術力によって新たに生み出した貴重なエネ

ルギー源であるといえます。 

ＭＯＸ燃料工場は、わが国で初めての商業用Ｍ

ＯＸ燃料工場として再処理工場の隣に建設し

ています。 

 

 

 

 

 

““原原子子燃燃料料ササイイククルル””  

““ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料工工場場””はは、、““原原子子燃燃料料ササイイククルル””のの重重要要なな柱柱のの一一つつでですす。。 

““ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料””のの利利用用にによよりりエエネネルルギギーー資資源源のの有有効効利利用用がが図図らられれまますす。。 
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   “プルトニウム”とは、1940 年、アメリカのシーボーグ博士らに

より発見された原子番号 94 の金属元素です。 

エネルギー資源の乏しい我が国にとって貴重なエネルギー源とな

る物質です。 

  
  

“ＭＯＸ”（「モックス」といいます。）とは、ウランとプルトニウ

ムの混合酸化物〔Mixed Oxide〕の略です。 

  
  

“ＭＯＸ燃料”とは、ウランと

プルトニウムを混ぜ合わせて作

った燃料です。 

ウランには、核分裂しやすい（燃

えやすい）“ウラン 235”と核分

裂しにくい（燃えにくい）“ウラ

ン 238”があります。 

ウラン燃料は、ウラン濃縮によ

り、燃えやすいウラン 235 の割

合を 3～5%に高めたものです

が、この燃えやすいウラン 235
の代わりにプルトニウムを使う

のがＭＯＸ燃料です。 

  
  

ＭＯＸ燃料工場で、新たに作ったＭＯＸ燃料を原子力発電所（軽

水炉）で使用することを“プルサーマル”（プルトニウムとサー

マルリアクター（軽水炉）を組み合わせた造語です。）といいま

す。 

  
  

ＭＯＸ燃料工場では、“グローブ

ボックス”と呼ばれる気密性のあ

る箱の中に設備・機器を設置し、

放射性物質（ＭＯＸ粉末等）を閉

じ込めた状態で遠隔・自動運転に

より製造します。 

また、グローブボックスは、設

備・機器の保守・点検等を行える

ようにグローブを取り付けてあ

ります。 

放射性物質が漏れ出てくること

のないようにグローブボックス

内の気圧を部屋より低くします。

（“負圧”といいます。） 

““ププルルトトニニウウムム””っっててななにに？？ 

““ＭＭＯＯＸＸ””っっててななにに？？ 

““ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料””っっててななにに？？ 

““ププルルササーーママルル””っっててななにに？？ 

““ググロローーブブボボッッククスス””っっててななにに？？ 

““ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料ががででききるるままでで””  

““ＭＭＯＯＸＸ粉粉末末混混合合””  ＭＯＸ粉末と二酸化ウラン粉末を混ぜ合わせてプルトニウム濃度を調整します。  
““ププ レレ スス 成成 形形””  混合した粉末をプレス機により押し固め、円筒形の“グリーンペレット”に成形します。  
““焼焼 結結””  グリーンペレットを金属の皿に並べ、焼結炉にて高温で焼き固めます。 

（焼き固めた後は、“ペレット”といいます。陶磁器のような安定な酸化物となります。）  

““外外 周周 研研 削削””  ペレットの外周を削り、外径を揃えます。  
““ペペ レレ ッッ トト 検検 査査””  ペレットの寸法・密度・外観等の検査を行います。  
““ペペ レレ ッッ トト 挿挿 入入””  合金のさや（“被覆管”といいます。）にペレットを挿入します。  
““密密 封封 溶溶 接接””  ペレットが挿入された被覆管に端栓を溶接で取り付け密封します。 

（ペレットを密封した被覆管を“燃料棒”といいます。） 

““燃燃 料料 棒棒 検検 査査””  燃料棒の寸法・外観等の検査を行います。 
““燃燃料料集集合合体体組組立立””  燃料棒を各種部材と組み合わせ、“燃料集合体”に組み立てます。 
““燃燃料料集集合合体体検検査査””  燃料集合体の寸法・外観等の検査を行います。 
““梱梱 包包 ・・ 出出 荷荷””  燃料集合体を輸送容器に収納し、原子力発電所へ向けて出荷します。 

燃料集合体（PWRの例） 

 全長：約4m、重量：約700kg 

 

ウラン燃料 
（軽水炉） 

ＭＯＸ燃料 
（軽水炉） 

燃えにくい 
“ウラン238”など 

燃えやすい 
“ウラン235” 

3～5% 

プルトニウム 
4～9% 

ウラン燃料とＭＯＸ燃料 

梱包・出荷工程梱包・出荷工程 燃料集合体組立工程燃料集合体組立工程 燃料棒加工工程燃料棒加工工程

ＭＯＸ粉末混合 ＭＯＸ粉末混合 プレス成形 プレス成形 焼結 焼結 外周研削 外周研削 ペレット検査ペレット検査 

ペレット挿入 ペレット挿入 密封溶接 密封溶接燃料棒検査 燃料棒検査 燃料集合体組立 燃料集合体組立燃料集合体検査燃料集合体検査梱包・出荷 梱包・出荷 

原料ＭＯＸ粉末 
ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ : ｳﾗﾝ ＝ 1 : 1 

再処理工場 

再転換工場 

粉末調整工程粉末調整工程 ペレット加工工程 ペレット加工工程

二酸化ウラン粉末 

： グローブボックス内での取扱いを示す。

原子力発電所



  

  

◆◆ググロローーブブボボッッククススのの耐耐震震性性強強化化  

・ 閉じ込め対策として、ＭＯＸ粉末を取り扱うグローブボックス

は、敷地で想定される最大規模の地震の揺れにも耐えられる設

計とします。 

 

◆◆ググロローーブブボボッッククスス内内火火災災にに対対すするる対対策策（（重重大大事事故故対対策策））  

・MOX 粉末を建屋の外に放出させないために閉じ込め対策を実施

しています。 

・閉じ込め対策に加え、大きな事故に進展する恐れのある事象が発

生した場合は、全ての核燃料物質の動きおよび全ての送排風機を

停止し、MOX 粉末を建屋の外に放出する駆動力を排除します。 

・対策を実施しても、MOX 粉末を収納するグローブボックスで火

災が発生した場合には、火災による気流によって、MOX 粉末が

建屋の外へ放出される可能性があることから、グローブボックス

内火災を重大事故に選定し、以下の対策を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1998（平成 10 年） 12 月２１日 電気事業連合会より国内ＭＯＸ燃料加工事業に関する事業化調

査への協力要請を受け、事業化調査開始 

2000（平成 12 年） 11 月２０日 電気事業連合会より六ヶ所村立地を前提に事業主体になるよう

要請を受け、ＭＯＸ燃料加工事業に関する事業主体表明 

12 月２７日 核燃料サイクル開発機構（現：日本原子力研究開発機構）と建設・

運転等に関する技術協力協定を締結 

2001（平成 13 年） 8 月２４日 青森県並びに六ヶ所村に立地協力要請 

2005（平成 17 年） ４月１９日 青森県並びに六ヶ所村とＭＯＸ燃料加工施設の立地への協力に

関する基本協定を締結 

４月２０日 経済産業省へ核燃料物質加工事業許可申請書を提出 

2010（平成 22 年） 5 月１３日 経済産業省から核燃料物質加工事業許可 

10 月２８日 着工 

2013（平成 25 年） 12 月１８日 加工施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則施行 

2014（平成 26 年） 1 月 ７日 原子力規制委員会へ核燃料物質加工事業変更許可申請書を提出 

2020（令和２年）  12 月 9 日 原子力規制委員会から MOX 燃料工場の事業変更許可 

 

 

  

 

 

 

 

ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料工工場場はは、、ＭＭＯＯＸＸのの特特質質おおよよびび国国内内外外のの実実績績をを考考慮慮しし““安安全全対対策策””をを講講じじまますす。。  

ＭＯＸ燃料工場の製品であるＭＯＸ燃料集合体およびそれを製造する工程は、ウラン燃料工場の場合とほぼ同じ

（ＭＯＸ燃料工場の場合、ＭＯＸ粉末を所定のプルトニウム濃度に調整する工程があります。）ですが、ＭＯＸ燃

料工場で取り扱うプルトニウムは、ウランに比べて放射能が高いという特徴を持っています。 

ＭＯＸ燃料工場では、この特徴を十分考慮して、放射性物質をグローブボックスに閉じ込めた状態で製造したり、

必要に応じて、しゃへい対策を講じる等、“安全対策”を徹底します。 

 

 
安全性の確保を大前提とし、関係法令、規格、基準等を満足することはもちろん、一般の皆様およびＭＯＸ燃料工

場の従事者の放射線被ばくを合理的に達成可能な限り低く抑えます。これらを具体化するため、以下の安全対策を

実施します。 
 

◆閉じ込め対策（内部被ばく防止対策） 

・ ＭＯＸ粉末等は、気密性のあるグローブボックスの中

で取り扱います。 

・ グローブボックス内を負圧に維持することによりＭＯ

Ｘ粉末等の漏えい防止を図ります。 

・ 建屋、作業室（工程室）、グローブボックスの順に気圧

が低くなるよう管理し、汚染拡大防止を図ります。 
 

◆放射線しゃへい対策（外部被ばく防止対策） 

・ 放射性物質を地下階で取り扱うことおよび建物構造壁

（コンクリート）によるしゃへいにより一般の皆様の

被ばく防止を図ります。 

・ 設備の遠隔操作・自動化および設備・機器のしゃへい

により従事者の被ばく低減を図ります。 
 

◆臨界安全対策 

・ 乾式工程を採用することに加え、質量管理、中性子吸

収材管理、配置管理等を組み合わせ、決して“臨界”

が起こらないようにします。 
 

◆地震対策 

・ 想定される地震力に対しても、必要な安全機能が維持

できるよう、十分な耐震対策を講じます。 
 

◆火災・爆発防止対策 

・ 不燃性、難燃性材料を使用します。 

・ 主要なグローブボックスを窒素ガス雰囲気にします。 

・ グローブボックスは、火災検知・警報・自動消火設備

を設置します。 

・ 建物には、火災検知、警報、消火設備を設置します。 

・ 可燃性ガス（水素ガス）による爆発を防止します。 
 

◆放射性廃棄物の放出管理 

・ ＭＯＸ燃料工場からの排気は、高性能エアフィルタでろ

過し、放射性物質濃度が法令に定める濃度限度以下であ

ることを監視しながら排気口から放出します。 

・ ＭＯＸ燃料工場からの廃液は、ろ過処理等を行い、放射

性物質濃度が法令に定める濃度限度以下であることを

確認した後、再処理工場の海洋放出管を経由して海洋に

放出します。 

 

ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料工工場場のの““安安全全対対策策””ととはは？？ 

ＭＯＸ粉末

水

ＭＯＸ粉末

水

閉じ込め対策 
（建屋・作業室（工程室）・ 

グローブボックスの気圧） 

取扱量
の制限

ＭＯＸ粉末
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質
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＜乾式工程＞ ＜質量管理＞ 

＜中性子吸収材管理＞ ＜配置管理＞ 

臨界安全対策 

ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料加加工工事事業業計計画画のの経経緯緯  

新新規規制制基基準準にによよりり追追加加ししたた主主なな““安安全全対対策策””ととはは？？ 

ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料のの製製造造はは危危ななくくなないいのの？？ 

 

 



世世界界ののＭＭＯＯＸＸ燃燃料料のの使使用用実実績績  

ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料のの製製造造おおよよびび使使用用はは、、4400 年年以以上上のの実実績績ががあありりまますす。。  

 

 

  

建 設 地 点 
青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮 

再処理事業所内 
最大加工能力 130 t-HM※/年 

主 建 屋 規 模 
約 85m × 約 85m 

地上 2 階、地下 3 階 

製 品 
国内軽水炉（BWR および PWR）用

ＭＯＸ燃料集合体 

しゅん工時期 2024（令和 6）年度 上期 

 
※「t-HM」（“トン・ヘビーメタル”といいます。）とは、ＭＯＸ中のプルトニウムとウランの金属成分の質量を表す単位です。 

 

 

 

 

 

2020 年 1 月現在 

国名 
装荷体数 

（装荷ﾌﾟﾗﾝﾄ数） 
国名 

装荷体数 

（装荷ﾌﾟﾗﾝﾄ数） 

フランス 3,500（23） スイス 280（3） 

ドイツ 2,474（12） ベルギー 96（１） 

日本 900（6） 米国 ８（２） 

合計（軽水炉・新型転換炉・高速増殖炉） 7,258 体（47 基） 

参考：「原子力・エネルギー」図面集 を基に作成 

 

 

 

2020 年 1 月現在 

国名 運転者 所在地 炉型 設備能力 

フランス Orano Cycle 
バニョルシュルーセズ 
（MELOX 工場） 

PWR，BWR 195 t-HM /年 

日本 

日本原子力研究開発機構（JAEA） 
茨城県東海村 
（ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ燃料第三開発室） 

FBR 4.5 t-HM /年 

日本原燃株式会社（JNFL） 
青森県六ヶ所村 
（MOX 燃料工場） 

PWR，BWR 130 t-HM /年 

ベルギー FBFC International 
デッセル 
（デッセル工場） 

PWR，BWR 200 t-HM /年 

参考：「原子力・エネルギー」図面集 を基に作成 

 

世世界界のの主主ななＭＭＯＯＸＸ燃燃料料加加工工施施設設  

ＭＭＯＯＸＸ燃燃料料工工場場のの概概要要 



 

 

 

名 称 日本原燃株式会社 

JAPAN NUCLEAR FUEL LIMITED（略称：JNFL） 

事業目的 1. ウランの濃縮 

2. 原子力発電所等から生ずる使用済燃料の再処理 

3. 前記 2.に関する海外再処理に伴う回収燃料物質および廃棄物の一時保管 

4. 低レベル放射性廃棄物の埋設 

5. 混合酸化物燃料の製造 

6. ウラン、低レベル放射性廃棄物および使用済燃料等の輸送 

7. 前各号に付帯関連する事業 

所 在 地 ◆本社・再処理事業所 

青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字沖付 4 番地 108 

TEL : 0175-71-2000（代表） 

◆濃縮・埋設事業所 

青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 504 番地 22 

TEL : 0175-72-3311（代表） 

◆青森地域共生本社 

青森県青森市新町 2 丁目 2 番 11 号 

東奥日報新町ビル 

TEL : 017-773-7171（代表） 

◆東京支社 

東京都千代田区内幸町 2 丁目 2 番 3 号 

日比谷国際ビル 

TEL : 03-6371-5800（代表） 

ホームページ http://www.jnfl.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  

会会社社概概要要  




























